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無気 P t k q
閉鎖音 無声





有気 tsh 七§h t¢h
無声 Φ寧 f S § ¢ X
摩擦音
有声 V z＊ r 簿＊ 9
鼻　　音 m n 琵 勾
無声 聾
側面音
有声 1
半母　音 W ｝
　この表と共に次のような説明がある。
　　（1）無声摩擦音は有気音である。
　　（2）rは音節初頭で［Z］，音節末で国。
　　〈3＞xは音節初頭で［x］，音節宋で［X］。
　　　（4）Bは稀にしか現れない。チベット語からの借用語にのみ現れる。
　　　（5）ph，　f，　v，　th，　ts，　tsh，　s，　t霞，む§k，　tq，　tGh，¢，1，　xx，　kh等は音節初頭にのみ現れ，音
　　　　節末には現れない。p，　m，　t，　n，1，　r，　k，　e，　x，　q等は音節初頭にも音節末にも現れる。
　　　　そのうちpだけは音節末にのみ現れ，音節初頭には現れない。
　（5）の説明では不十分である。ll，1，　w，1，　Bについての説明がない。これらの子音はテキスト
本文のデータでは，音節末には現れない。㈲の説明に反してqが音節末に現れる例は見あたら
ない。一方kが音節末に現れる例は非常に多い。このkが実際には［q］と発音されるという
ように理解するならば，（3＞の説明とも矛盾しない。というのは以下の語の語末を兇れば，他の資
料ではほとんどが口蓋垂音だからである。ただしDMFの蓉とTOEaeBaのffはIPAの［G〕
に置き換えた。
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天祝方言
phatgak　2677　文字
むGh∈｝rok　171　　　兵士
tGhetGok　1185　花
polok　3768　　　　泉
phet¢ak　4083　豆
rok　173　　　　　　　方向
勧xl鞠113　　びっこ
『土漢詞典」ではghの次に母音が書かれているが，『土漢対照詞彙』ではdog｝ongであり，母
音はない。他の資料でも後ろの母音はない。（3＞に明記されているように天祝方言のxはこの位置
では口蓋垂音〔Z］である。また音節末でkとxが交替する次のような例があることも音節末
のkが口蓋垂音であることの証拠になる。aalok　411～aalox　2907（alag）「斑」，　moklok　605
～ mox｝ox　4155（moglog）「丸レ・」。
　ljは音節初頭に現れないと述べられているが，　nkhuiijii　seomo　230g　r布谷姑娘」という語が
ある。この語はnkhuiijii　snokmo　l955とv・う形でも現れるので，　lj～nの交替をしている。
チベット文語形はkhu　byug　dang　sngon　moであるから，　ljが本来の子音であり，音節初頭に現
れる。
　閉鎖轡，鼻音，側面音が歯茎音（原語では旨尖中）で，破擦音，摩擦音が歯音（原語では舌尖
前〉であるというのは，他の資料には見られない。この記述がどの程度正しいのかは検討を要す
る。というのは，tG，　tgh，　Gと1が同じ欄（原語では雷面前）に記載されているのは精密さに
欠けるからである。前者は前部硬霞蓋音であり，後者は硬日蓋音である。同様に軟口蓋音（原語
では盾藤后）と口蓋垂音（原語では小舌）の欄の記載の仕方にも問題がある。
　本文にはΦが語頭子音連続の第一子音としてのみ現れるが，上述の表には記載されていない
し，子音連続のリストにも載っていない。また，lfZという子音連続がifzg　786「碧玉」という
語に現れるが，この連続はリストには載っていないし，第二子音zは上述の表に載っていない。
we7．e　3293「武芸」，　zetGan　4424「一件」に現れる7sも上の表に載っていない。
16．B
　gはチベット語からの借用語にのみ現れるという説明がある。語頭で，yall　57〈Tib．　dbang
（rghang＞「権力」，　gaagGe｝’4114（wangxir）「長衣」，　Batshap　1634ヂ頭飾り」，ぢ1鞠34〈Tib．
g1短g「朗部　（地名）」，　fflaljwotGε1儀く　Tib．　glang　bo　che，アムド方書組aBwot¢e　8G
（alangWttqee）f象」，　ulur　nkhwar　935ヂ龍城」，　ifomaa　14淫6「乳」，　gze　786　＜　Tib．　g翼，アム
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ド方言yzo　781階玉」の8例，語中で，　laffalj　154＜Tib．　lha　khang，アムド方言1a　Bag　132
（｝aghang）「神殿」の1例しか見あたらない。『土漢詞典2の綴りではw，　gh，母音のいずれかに
対応する。
17．B
　天祝方言の資料には他の方欝には現れない子音nが現れる。その現れる環境で最も特徴的な
のはmと非円讐母音に挟まれた位置であり次のような語である。aamrb6514（aanee）「お爺さ
ん」，oemn、artGii　4207（ximer＿）「額に猷油花を塗る」，　jemlta｝　463（ime1）「鞍」，　mxxanl〈u　4112
（mengu）「銀」，　thiemn，en　4277（timeen）「ラクダ」。これ以外の環境でもnは現れるが，多く
は次のようにnとの交替形を持っている。ka　173～na　99（ne）「これ」，－sanzzii　2227～
－sannii　2458（－sannii）r形動詞過去＋主観範疇」，　maanii　2473～maanii　2456（maalii）「急v・
で」，nara　1363～Bara　2828（Rire）「名前」。
18．音節構造
　6ページの解説には（1＞V，（2＞CV，（3＞CVV，（4）CVVV，（5）CVC，（6）CVVC，（7＞CCV，
（8）CCVV，（9）CCVC，（10）CCVVCの10通りの音節のタイプが記されている。ただしCは子
音，Vは母音（長母音を含む），　VVは二重母音，　VVVは三重母音である。（11＞VC，（IXV　V　C，
（13）V　V　V　C，（14CCVVV，㈲CCVVVCのタイプが記載されていないが，（11＞は存在する。例
えば，aal　ta　3761（aalda－）「失う」，　aal　te　qa　1609（aaldagha－）「開く」の第一音節がそうで
ある。（lee3Xlew5）は本文中にも存在しない。二重・三重母音で始まる語はないし，三重母音自体が
少ないので，これは当然と言える。6ページの表は短母音と長母音とを区別していないが，（1＞は
長母音しか存在しない。というのは，そもそも短母音で始まる語は天祝方言には存在しない。a
とiは語頭では長母音でしか現れないし，それ以外にも窪土漢詞典藷で短母音で始まっている
語には天祝方言では語頭に子音が添加されているか，半母音になっている。例えば，vera　816
（uro－）「入る」，　woro　3391（uroo）「死体」，　wkua　l331（ugo）「語」，　wlua　160（ttla）「山」，　wtGh
e－1133（uqi－）「飲む」。　e，　eeで始まる語はそもそも『土漢調典函にもなく，◎で始まる語も1例
しかない。（2×5×7＞は短母音も長母音も存在する。
　音節初頭子音連続の型として，2ページに次の39の型が掲載されている。（配列を少し変えた。）
（）は本文中に存在しないもの，“は表にはないが，本文中に現れるものである。
　m－mp　mph　　mts“mtsh＊　　　　　　　　　　　　　mtgh　Mk
　　n－　　　　　　　　　　　　　　nts　　ntsh　　　nt　nもh　　　　　　　　nt§　nもG　　　ntGh　　　　　nk　　nkh　　nq“
　η一　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ljq
　W．　　　　　　　　　　　　　　　wt＊　　　　wl　　　wtQ’　wtGh　　wゼ
　S－sp　　　　sm　　　　　　st　　　　　　　　、　　　　　　　sk　　　　sq
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　子音連続に関して次のような説明がある。
　　　（1）rは子音連続中では［r］。
　　　（2）xqのxは実際は［X］。
　　　（3）nはk，khの前で［O］。
　　　（4）ljはqの前で［N］。
　　　（5）　sとgは£Gの前で交替する。
　　　（6冷とsはtの前で交替する。
　上の子音連続リストにはあるが，本文にはgnの例が見あたらない。上述の説明でも，また子
音連続のリストでもnqは現れないが，本文にはnqε3394（nghai－）「開ける」，　nquse　3761
（nghusi）「厩」のようにnqが現れる。もちろんこのnは［N］である。　ljqも本文中にljquaa
3373（nghua－〉「洗う」，　ljquaase　157（nghuasl）「毛」のように現れる。このijももちろん　［N］
である。nqと聡とをなぜこのように区別するのかわからない。また，このリストにはないが，
本文にはmtsatak　4436「絹のハダク」，　mtsham　2439「禅修行」，　teuuwta　161（dauda－）「匪乎ぶ」，
tsuaa　Gii§eak　wtgap　904「人瑞梢」，　wkua　6駁331（ugo）「語」，　ffze　786「碧玉」，1wθrも¢an　salj
2527「龍王神」，tswak　868「岩石」のように，　mts，　mtsh，　wt，　wt¢，　wk，　Hz，　lw，　tgewの子音連
続が存在する。またeesalj　158「櫓桑」，Φtsolkhaa　4137「講神経」，齢u鋤1523（shong，　xong）
「双」のように，重を第一要素とする子音連続Φs，Φes，Φgが存在する。さらにnl〈hwar　935
「城」のような3子音連続が存在する。（s）
　子音連続における交替としてtGの前のs～G，及びtの前のs～sの説明があるが，本
文中にはさらに多くの交替の例が見られる。子音連続の第～子音としてr～n～w～φの型，s～
lf～x～φの型，Φ～φの型がある。
　子音連続における第一子音としてのgeとgは天祝方言では梢補分布している。他の記述でも
だいたいはそうなっている。ただし席元麟（1985）のデータにはt，kの前で§とgが自由交
替している例が見られる。
　天祝方欝の本文では音節の切れ欝ごとに窒白が挿入されている。そして音節初頭子音連続は，
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語頭のみならず語中にも適用されている。土族語の通常の記述においては，子音連続は語頭の例
しか記されていないのであいまいであるが，sは音節末に起こりうる子音であるからヂ鳩」は
ngUS－geと音節に切れる。これに対し天祝方言ではSは音節末には現れないと明記されている
ので，nku　ska　2959となる。音節初頭子音連続の第一子音のうち，　m，　n，　e，　r，　xは音節末にも
現れうる子音である。Gt¢er　peuu　31◎4（xjirbuu）「幸福な」は¢t¢e榊euu　1959と交替し，　rと
tは音節末で交替するというような一般的な現象が認められるので，G£Ge　rpeuuと切るのはまず
いことがわかる。salj　rtGii　4190～saB編n52∬仏」の場合はrとゼロとが交替している。
この交替は音節初頭でも音節末でも起こりうるが，『土漢詞典3でsangrji～sangxjiというよ
うにrとxが交替しているので，音籔初頭だと考えたほうがつじつまがあう。しかし，aa
ntGe　196（anjii）「どこ」とgon　tsuen　4265「敬酒」はなぜこのように切り分けるのかという説
明はできない。「回る3という語はger　ke　2491～ge　rke　2921（h／xargi－，　h／xxergi－）のよ
うに二通りの切り方が出現する。音節初頭の子音連続はチベット語からの借用語のみならず，
wkua　1331（ugo）「語」，　teuu　wta　161（dauda－）　「呼ぶ」のようにモンゴル系の語彙にも見ら
れる。
19．子鷺の自由交替
19．1．語頭子音連続における第一子畜
　（1）r～n～w～φ交替，（2＞s～S～x～φ交替，（3）重～φ交替の三つのグループに
大別できる。常にこの全ての交替形が現れるわけではない。
　（1＞の例としては，rkan璽4～nkan　2728，3262（rgen）「他の」，　rtiε607，980～ntia　980～
wtie　1367～　tiε339G　（rde，　ude，　de）「門」，　saeytgii　4190～saOtcii　l521　（sa．ngrji，　sangxji）
「仏」，wkua　1331～kga　4572（ugo）「話」，　wlama　1520～lama　2675（1ama）「ラマ」，　rtiε
2976～tiε1147（ide－，　de－）「食べる」，1’tge　i95～wtGa　272～t¢e　97（uje－）「見る」，　rtaxo
4451～wtaxo　4430「主人」，　nthar　159，112i～thar　1985（tash）「石」，批§ua黙4387～tSuan
2491　「率云」，　ntur　1587，　3936　～　　tur　224　（udur，　dur）　「El」，　ntGiinaa　273　～　　t¢iinaa　4725
（njeenaa）「自分」，　nterii　2388～therii　98，107（ndiree）「ここ」，　ntGalj　28～tGaη4137（jong）
「百」（6），ntshovaa　4868～tshovaa　4579「部落」，　ntshoklaa　2678～tshok玉a　38　（nqogla－，
qogla－）「集まる」，　t¢ennkan　2448～tGenkan　2964「すぐに」，　nqε3394～qεi　29G1（nghai－）
「裂ける」，nkaa　40G2　～　khaa　3149，3195　（kaa）　「尺」，　nkant¢a勾　4038　～　kanもGaη　396
（ganjang）「全部」，　wtuantii　3896～tuantii　869「うずくまる」，　rtiεse　3347～tiεse　3143
（deesi－）「広げる」，　GtGanntsen　4672～otgantsen　3697（simqan）「野生の」がある。
　（2＞の例としては，stsaqa　gG3～staqa　584（szagha－）「間う」，　stsu　1149～sesu　106，1983
（fuzu，　sztt）「水」，詠eliε1212，1321～xkeliε463（hgile－）「要する」，　Stsii　37～tsii　28el
「頂」，1〈harstsak　4397～khartsak　4465（gaarzag，　karza）「酒杯」，　spaawak　3490～paawak
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4077（sbaawag，　shbaawag）「蛙」，　xsεr　784～sεr　4299（seer）「銭」，　aama§kii　116～
aamaxkii　4398「どうする」，－laske　612～4axke　1024「～させておけ」がある。
　（3）の例としては，Φsaη158～sac　4391「香」，ΦsaB¢tGalo　617～saηGt¢alo　3826「桑嘉
洛（人名）」がある。
19．2．音節初頭子音交替
　　調音点に違いがあるものには，m～n交替として，　mtgher圭a　4003～ntghorla　1611
（nqorla－）「供える」，　xx～n交替として，　rtla　173～na　99（ne）「これ」，－sannii　2227～－sannii
2458（－sannii）「（形動詞過去十主観範疇＞G，　maanii　2473～maanii　2456（maa｝i圭）漁、いで」，
nara　1363～nara　2828（nire）「名前」，　q～k交替として，　qa　2267～ke　1215（gi－）fする」，
qarqa　37～karqa　4010（ghargha－）「出す」，　qua　2177～kua　3237（縫ghu－）「与える」，　seuuqa
4112～seuuka　4144（suuge）「イヤリング」，　llterqa　4145～llteyka　4225（shdirge）「脱穀場」，
thoRqu　388　～　thonku　396　（tungu－）　「拾う」，－xquii　97　～　－xkuii　2733　（hughui）　「夢拝常に」，　v　～
w交替として，aave　39～aaw　3246（awu－）「取る，買う」，　vara　448～wara　4230（wari－）
「取る」，vara　816～wera　323（uro－）「入る，降る」がある。
　　調音法に違いがあるものには，1～R交替として，xala　840～xana　630（hana）「全部」，　G～
tG交替として，　pheGa　2036～phetGa　892，　phutGa　380（puxa）「～ではない」，　s～ts交替と
して，－sa　99～－tsa　4144（－sa）「（奪格）」，－sa　110～－tsa　3126（－sa）「（仮定副動詞）」，　s～
G交替として，suεta　3243～guεta　2442「振る」がある。
　　無気音／有気音の違いには，p～ph交替として，　peuu　110～pheuu　2782（bau－）「降りる」，
piilii　3758～phii｝a　36（piile－）「吹く」，　t～th交替として，　tiεnkere　4196～thinkera　2456
（tingere）「天」，　tG～tgh交替として，　tGhent¢e　2495～tGhentghe　3526（qinji）「恨み」，　k～
kh交瞥として，　rankal〈2827～rankhak　284G（ranka）「普通の」，§enke　4463～Senkhe　4418
「敬献」，ts～tsh交替として，　tghθntsalj　4032～tGhentshalj　4698（qimsang）「人家，家族」
がある。
19．3．音節末子音交替
　m～n交替として，rtiεnpem　155～rtignpen　4603（rdombun）「石頭塊」，　eGhemtshalj　4698
～　t¢hentshax｝4032　（qimsang）　「ノk家，　家族」，　thamtghat　1671，　2829　～　　thantghat　2299　「全
体」，xamperaa　2G12～xanperaa　3078（hamburaa－「休息する」，　var　remtGhan　salj　2042～
vat　rentghan　salj　1246「中音B財宝神」，　xamtgii　4191～xaaRteii　4293「国王」，　r～φ交替の
例として，ntGharla　1611～ntGhot1－aane　2011（nqorla－）「供える」，　khenkar§kar　35～　k血e
nkarska　l554（kingerge）「太鼓」，　star　2595～s£aa　39「そのような」，　r～t～φ交替とし
て，gtoarpeuu　3io4　gtGetpeuu　1959～Gtcepouu　4526（xjirbuu）「幸福な」，　r～t交替とし
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て，var　920，1276～vat　l446「中部」，　t～φ交替として，　rkot　1749～rko　805（rgod）「鷹」，
r～§e交替として，nthar　159～thase　231（tash，　tar，　dash）「石」，　k～φ交替として，鉛h
erok　171　～　tGhoro　988　（qirig）　「兵士」，　rok　173　～　ro　2062　（rog）　「方面」，　nakoe　633　～　　na
ge　2540　（nagxi）　「こっち」，　thakGe　4487　～　thaGo　633　（tagxi）　「あっち」，捻khu鱒ii
§nokmo　1955～nkhuli｝ii闘o鎗ao　2309「痛谷姑娘」，　mokgtge　1744～mo¢毎e　4580　f朝早く」，
k～x交替として，aalok　411～aalox　2907（alag）「斑」，　moklok　605～moxlox　4155
（moglog＞「丸い」，乞ak｝aaqω2961～toxlaaqω2967〈dagla－）薪捧進」，｝～φ交替として，　namt
sel　164～RamtGhe　2194（namxi）「イヒ身，魂」がある。
19．4．音節初頭にも音節末にも起こりうる交替
　調音点の違いしかないが，m～n交替として，音節初頭には，　mtgher圭a　4003～ntQherla
1611（nqorla－）「供える」，　rtiεnpem　155～rtiεnpen　4603（rdombun）「石頭塊」，音節末には，
tGhemtshaη4698～t¢hen£sha聡4032（qimqang）ギ人家，家族」，　xamperaa　2012～xanperaa
37G8（hamburaa－〉「休息する」，　n～O交替として，音節初頭には，　nkhuiijii　snokmo　1955～
nkhuiijii　sOomo　2309「布谷姑娘」，音節宋には，1urtGan　sap　3467～1wertgang　saη2475「龍王
神」がある。
　なお，p～v～1，　tg～ts，　t¢k～tshの交替はない。
20．チベット語からの借用語における音韻変化
　チベット語からの借用語は非常に多いが，その中で他の方奮とは異なった形式を持っている語
がある。チベット文語gser「金」はxsεr　784～sεr　4299（seer）「銭」という形式で現れる。
他の方言ではsの前の子音は保存されていない（71。麗露堂（1982）のチベット語アムド方言の
記述にはgser「金」の例は記載されていないが，　gseb「種馬」，　gsgnヂ三」の例で見ると，「種馬」
については夏河と炉窪で語頭のgを脱落させ，「三」については夏河でのみ語頭のgを脱落さ
せているが，阿力克，循化，楽都，化隆，道孚では保存している。
　チベット文語rnam　phu1「魂」はnamtshe1164～namtGhe　2194（namxi）という形式で現
れる。ガ土漢詞蝿ではnamxi，　Schr6derではnamsit　B　97，　namSi　GR　3072となっていて語
末の1は保存されていない。同様にチベット文語rgyal　po「王，皇帝」はrtGalwo　177（rjawu）
という1を持った形で現れるが，他の方奮では1は保存されていない。語末の1の有無に関す
る語彙でgeril　GR　158～g6ri　GR　1118「山影」，　il土族語詞彙』ger∂1～gereというのがあ
るが，天祝方言には兇あたらない。控叢堂（1982：101）にはチベット語アムド方誉の下位方雷の
形式が記載されているが，語宋の1を保存している方言はない。Schr6derの資料にはチベット
文語のyul「地方，国」がyUr　VM　fi　39という形式で現れ語末の1がrになっている。これ
にっいてはR6na－Tas（1962：105）がSchr6derに誤植ではないことを確認、している。天祝方欝
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でもjer　263，4435という語末がrの形式で現れる。他の方言ではこの語彙は確認できない。
『土族語話語材糧にはmaxda　106，353（magdaa1）「賞賛」という｝が脱落した例がある。
　チベット文語dkyil「中部」はチベット語アムド方言はGteel　311のように1を伴った形で現
れるが，土族語形はGtgii　605（xjii）「中部」という1のない形で現れる。この語は他の方雷で
も1を保存していない。
21．与位格
　他の方言に見られない天祝方言の特徴の一つに与位格の一stoがある。この異形態はk，　r，　n，
母音で終わった語の一部に付く。以下例を記す。tGok－Ste－ne　34（qagdu　ni）「時に」，　rok－ste　173
（rogdu）「方に」，　solquii　rok－ste－toe　837（solghui　rogduji）「左倶1に」，　verany　rok－ste－tGe　838
（warong　rogduji）「右側に」，　thiεnkar－§te　322　（£ingerdu）「天に」，　ntur－§te　532，1116
（undurdu）「高いところに」，　jar－Stθ587，7娃0　（yardu）　「夏に」，　tur－・Ste　l121　（durdu）　「毎E」，
qar－ste－ne　1391，2404（ghardu）「手に」，　mor－ste　2832（moordu）「道に」，　rueuur－§te－tGe　1833
（niurdu）　「顔に」，　qωr－§te　3455　（ghoordu）　「二ニノYに」，　fan－§te　2194　（fondu）　「年に」，　ro－§もe　2062
（＜rok－§te＞（rogdu＞「方に」，　ntaa－§te　2195（ndaadu＞「我々に」。
　与位格の形態としては他の方言にも見られる一teもある。この異形態は上述のk，　r，　it，母音
以外にあらゆる子音及び母音で終わった形に付く。したがって語によっては上述の異形態のどち
らも取りうるものがある。aaktt　GtGa£atyto　542，658，835「阿部加党（人名）に」，¢eGuan－te　584
（xjondu）「原因に」，ΦoΦGuok－tθ一ne　230「南面1こ」，　juantgkuan－te　1366，1486「周囲にj，　lurtGai
anpo一もe　582　［須弓ホ由に」，　nekhuar－te　2760　「下に」，　n∈）ta　xuii－te　112　（nige　huidu）　「一度」，　qar－・も
e4128（ghardu）「手に」，　quesag－te　521（ghuisangdu）「チベットに」，　rempa－te－ne　521
（rimbadu　Ri）「ときに」，　skel－te　808（sgi｝du）「る・に」，　skarmaa　ton£sep－te　2759「スガールマ・
ドンジブ（人名）に」，Stok－te　2299（shdagdu）「印に」，　tceqa－te　541（jighadu）「上に」，　thamt
get－te　2829　「全体に」，　thiεnkar－te　2750，　2842　　（tingerdu）　　「天に」，　tontak－te　380，　583
（dundogdu）　「ことに」，　var－te－ne　920　「中音緯にj。
　与位格が付くとき語幹末にnが付くことがある。東溝方琶を記した照那斯圏（1981：20）に
はsdaaGun－d∂（shdaaghudu）「柴のところに」という例が挙がっているし，那龍溝方言を記し
たde　Smedt　et　Mostaert（1964：19）にもsdagundu（shdaaghudu）「柴のところに」という岡
じ例が載っている。狸土族語話語材料遷にも，durdundu　26「毎日」，　shdoogusgendunaa　54「先
祖たちに」，udendu　25「門のところに」という例がある。　Schr6derの資料にもto｝guen－d6（V
MH　437）（tolghuidu）「頭に」という例がある。恰拉直溝方言にもTokaewa（1973）にd臨de　p．
1181．14（daudu）「歌で」，　amaRde磁p．210　L6（amadu　ki）ヂその口に」，　udiendeni　p。216　L31
（udedu　ni）［その門のところに」という棚がある。天祝方言にもaaman£e　3755（amadu）「口
に」，sesuente　2944（szudu）「水のところに」という耀がある《s）。　しかしどの語にnが現れる
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かははっきりしない。方言差，個入差もあるようである。
　与位格の異形態に現れる一steのsと同じ音が結合副動詞，仮定副動詞，譲歩副動詞にも現
れることがある。結合翻動詞は一tge～蕊Geという異形態を持っているが，後暫の異形態が，
qar－stGe　1444（gharlji）「出て」という例に見られる。仮定副動詞は一sa　一　－se～－tsa～－stsa
という異形態を持っているが，この最後の異形態が，qω一stsa　2177，221G（ughnsa）「与えると」，
seuu－Stsa　3032（sausa）「座ると」という例に現れる。また譲歩副動詞の形式として一Stsa－taが
var－stsa－ta　3701（warisa　da）「取っても」という例に現れる。与位格の場合と違って例があまり
にも少ないので一般化はできないが，他の方言には見られない天祝方言の特徴として注目に値す
る。（9）
22．使役（！　°）
　天祝方言の使役形は一qa（あるいは一kε）と一1qa（あるいは一1｝〈ua，－lqω）とがある。一部の
動詞には一qaしか付かないが，多くの動詞にはどちらも付く。－qaしか付かないのは，　qar－qa　37
（ghargha－）「出す」，　khur－qa　4514（kurgee－）ヂ届ける」，　aare1－qa　3105（arililgha－）「きれいに
する」のような動詞である。一方でどちらが付いてもよい動詞がある。Ge－qa　2760，　G－qa　2338～
Ge－lqa　196，2766（xjilgha－）ヂ行かせる」，　re－qa　2651～re－lqa　2651（irelgha－）「来させる」，　t1ε
一qa　2763～tiε一｝qa　3240（idelgha－）「食べさせる」，　peuu－qa　2964～peuu－lqa　377（baulgha－）
「降ろす，落とす」。長母音・二重母音語幹動詞はどちらが付いてもよさそうである。霞由交替の
例は見あたらないが，長母音語幹動詞の例を挙げると，tuvaa－qa　1899（dawaalgha－）「通過さ
せる」，peraa4qa　3754（buraalgha－）r終わらせる」のようなのがある。
　東溝方言では一部の動詞に一ghaが付き，その他の大部分の動詞には4ghaが付くが，長母
音・二重母音語幹には必ず4ghaが付く。那龍溝方書では畏母音語幹に嗜aでなく禽aが付く
ことがあるという点で天祝方書に似ている。
　『土族語話語材料』で一ghaが付いているのは，　posGu－344（bosi｝gha－）「建てる」，　GarGa－421
（ghargha－）「出す」と共に，　torloGa：－155（torlalgha－「救う」，　xau｝3Ga－271（haulilgha－）「走
らせる」，bo1Ga－270（bo｝ilgha－）「煮る」，　gdzo1Ga－・418（xjolilgha－）「沸かす」である。また，
Heissig（1980＞にはd61agaljgua　6410（dulaalghan　gua）「放牧させない」という例がある。い
ずれも語幹末に近い位置に1を持っている語である。
23．分離副動詞
　天祝方言の分離副動詞は一a，－aa，－aano，－vaa，－vaaneの6つの異形態があり，前者3つは短
母音語幹にのみ付くのに村し，次の2つは長母音語幹，二重母音語幹のみならず短母音語幹にも
付く。neの有無は霞由である。棄溝方雷と違って母音調和による交替形がない。短母音語幹末
のuは分離副動詞語尾の前で脱落しないが，それ以外の母音は脱落する場合としない場合があ
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る。いくつか例を認す。Geraa－vaane　3737（xiraawaanu）「焼いて」，　fult－aa　3196（funaa）～
fun－aane　1224（funaanu）「乗って」，　jeuu－vaa　3197（yauwaa）～jeuu－vaane　152（yauwaanu）
「行って」，reku－aa　4025（rgua）～reku－aane　1323　（rguanu）～　reku－vaa　3708　（rggaa）「背
負って」，sk－aaRe　153～seka－vaane　351（sgeenu）「見て」，　Staa－vaa　1916　（shdaawaa）「焼い
て」，thonqu－aane　388（tonguanu）「拾って」，　we繍一a　4G22（uqaa）「飲んで」，　xar－aa　2479
（haraa）「帰って」，　xku－vaane　3159（fugganu）「死んで」。
　Schr6derの資料は母音の長短がきわめて曖昧であるが，　sira－wano（XM　5◎）（xiraawaanu）
「焼いて」，tuda－wano（MIV　39）（tudaawaanu）「逃げて」のように一wanoは本来の授母音語
幹にしか付かない。
24．接続詞tε及び助詞ta
　天祝方欝では接続詞むεと助詞taが母音の違いによって区別されている。接続詞tεの綱と
しては，次のようなのがある。Ska　naj◎nsko　tεkhuenske　38（shge　nuyoQnsge　da　kunsge）
「大将軍たちならびに入民たち」，rko　tε　pase　805（rgod　da　bas）「鷹と虎」，1ama　tεna　GtGueu
qωla　1134（lama　da　ne　xjun　ghuilo）「ラマとこの娘」。
　助詞一taの例としては次のようなのがある。aaku　gt¢atalj－ta　631「阿吝防巨党（人名）も」，khe
taknke－ta　1371（kadagda）「ハダクも」，　khenskene－ta　821（kunsgenuda）「入々も」，　more－ta
702（morida）「馬も」，　naska－£a　540（nesgeda）「これらも」，　renpa－ta　1511（rimbada）「時も」，
seme－ta　703（sumuda）「矢も」，　leka　molaa　khuenskene－ta　280（shge　mu｝aa　kunsgenuda＞「大
小の人も」，teraasene－ta　1601（duraasinuda）「酒も」。
　東溝方言では接続詞と助詞とは音声的に区別がない。接続詞の例をil土族語話語材料露から引
くと，suu　da　qiginaa　117　「尻尾と耳を」，　lama　da　moqi　131「ラマと大工」，　aaba　da　aama
ghuilo　262「父と母」，助詞の例をやはり『土族語話語材糊から引くと，　hainagda　posigu　116
£ハイナクも起きると」，kenmada　ndaasgenu　baghaji　adaguna　117－118「誰も我々を殴れない」，
bu　ujegu　duraanda　gua　123「私は見たくもない」のようなのがある。（以上表記は正書法に改
めた。接続詞は話して書き，助詞はくっつけて書く。）
　　なお，畏魂方露では接続詞はmaで表される。　TokaeBa（1973：296）にdiese　ma　soggo隅と斧」
という例がある。
25夢　一nka
　土族語の互助方欝では普通一ngeは母音語幹に付き，－geは子音語幹に付くが，天祝方醤では
母音語幹，子音語幹を問わず一nkeが付く。母音語幹に付く鋼には，　lapstse－nke　153（1absinge）
「山神，オボ」，qataa－nke　98（ghadaange）「岩石」，　wlua－itke　160幅aRge）「由」，　wlua－nke－ra
1071（ulangere＞「慮の上に」，子音語幹に付く携には，　nthar－nke　1121（targe）「石」，　letignntgue
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1一捻ke　34，521（shdemzhulge）「兆候］，§tsaB－nl〈e　37ヂ柏桑」，　tswak－nke　868ヂ岩石」，　tωxlalj－nke
113（doghu｝ongge）「びっこ」，　watsar－nke　604（wazarge）「城」，　wian－nko　171（ulGnge）「多い」，
xaan－nke　47（haange）「首領」等がある。
　Schr6derの資料にはsgil－ge　XM　323～sgila－ljg6　B　99（sgil）「心」のように本来は子音語
幹の語に母音を介して一ljgeが付いた例があるが，基本的には母音語幹と子音語幹で違った形態
が付く。
　那龍溝方雷の資料ではなぜかほとんどが一geである。保安語にも類似した形態があるが，資料
によって付き方が異なっている。TOIIaewa（1964）では母音，　r，　lj語幹に一geが付いた例しか見
あたらないが，『保安語話語材料』では母音，r，　G語幹に一ngeが付いた例があり，　r，　G，　b，　n，
η語幹に一geが付いた例がある。〈11）
26．鋤詞語幹（あるいはゼ鷺副動詞）
　土族語ではada－「できる」，　yada－「できない」の前には動詞の語幹のままの形があらわれ，副
動詞にはならない。この点は芙祝方言でも同じであるが，天祝方言ではさらに，seuu（sau－），qω
（ughu－），ra（re－）などの前にも動詞語幹の形式が現れる。　no　seuu　l123（nauji　sau－）「見る」，
furaa　seuu　715（furaaji　sau－）「倒れる」，ωωse　sθuu　229（oosiji　sau－）「生長する」，　xaa　seuu
906（haaji　sau－）「閉める」；satga　qω379，632（sajiji　ughu－）「撒く」；teuuwta　ra　386（daudaji
re－）「呼んでくる」，　vara　ra　448（wariji　re－）「捕まえてくる」。
27．　hi　～－va
　否定辞1iiは一n（非分離副動詞），－tGan（形動詞現在），－na（終止形現在），－kueu（形動詞未
来），－kuna（終止形現在）などいわゆる非過去形と共に用いられ，否定辞siiは一san（形動詞
過去）ドva（終止形過去）などいわゆる過去形と共に用いられるのが普通であるが，天祝方言
には次のようにhiが一san（形動詞過去）や一va（終止形過去）と共に用いられた例が1例ずつ
ある。（12）
　tsa勾ta　　｝ii　　tGant¢hasan　　　　　　khenkarskane　neka　　　　　　　tgantGhe　1554
　（Zongda　lii　　janqisan　　　　　　　　　kingergenu　　　　nige　　　　　　　janqi．）
　今まで　　打ったことのない　太鼓を　　　ちょっと　打て。
ntGε　　tgh∈）mu　　　qωkuou　1ii　t∈｝rlava　　　tge　tii　　xanala　　Ge　　　　kaa　khelieGtGa　2765
（Njeen　qimu　　　建ghugu　lii　durlawa　ji　磁i　hana｝a　xji　　ha　kilexja．）
私は　おまえを　やりたくなかった　が　　皆　　行け　と　言ってしまった。
53
天祝士族謡の特徴
28．天祝方言に見あたらない形式
　コピュラ（あるいは存在を表す）は東溝方雷にはiiとwaiとあり，那龍溝方言にもこと畷が
あることが記述されている。Schr6derの資料及びTonaeBaの資料にはiiしか現れない。天祝方言
でもiiしか現れない。
　副動詞一san　gulOは東溝方轡，陰拉直溝方言には認められるが，天祝方言には見あたらない。
－san　ba（形動詞過去＋助詞〉という形式は，東溝方欝，恰拉直溝方言，那龍溝方言には存在す
るが，天祝方言には見あたらない。
29．土族語互助方言の下位方言問の違い
　土族語互助方言の下位方言の形式をまとめると次のようになる。
与位格
”nge
一
lage
　　東溝方書
　　じのり　り　ほりの
　　1．du　l1
　　・　　　　；
　　ロ　　　　　　　　　　　ロ
2　1－du　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　し冊冊冊需需m鴨鴨
C
V
結合副動詞
仮定副動詞
形動詞過去
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分離副動詞V
　　　　　VV
使役
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1
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　　　　　　　　　　　「し一一＿＿曹＿響讐圏幽幽＿
一ge　　　　　　　－ge
－ nge　　　　　　　　　－nge
－la（h）gi　　一正axge
－ji　　　　　－dzi
－sa　　　　　　　　　　－sa
－ sa鷺　　　　　　　　　　　　　一san
－ sa　　　　　　　　　－sa
－re　　　　　　　　　　－ra
－aa（nu）3　　－a（nu）2
－waa（nu）3　－wa（ltu）
一gha，－1gha
－gee
－gha，－1gha
ロ　　　　　　　　　　　　　ぴ
lda　　l
1　　　　　　　　　　　　　匹
　　　　　　　　　　　　　　ほ
トda　l
蓼刷闇需扁冊冊扁用婁
　wai
　ii
く
陶ga
幽ge
－
1重a
da
ぴ　　　　　　　　　　　　ぼ
「i　・匹　　　　　 　　　　　　「
陰　　　　　　　　　　　　　【
じ　　　　　　　　　　　　　ユ
・i　・露　　　　　 　　　　　　L
t．，＿一＿t
那龍溝方奮
　ロココココココのリロロ
トdu　　　l
9　　　　　　　　　　　　　　　貯
　　　　　　　　　　　　　　　　じ
トd疑　　　｝
1鱒騨鴨需精需需需扁m」
ロ　　　　　　　　　　　　　　　コ
トge　　　　l
l　　　　　　　　　　　　　　　1
コ　　　　　　　　　　　　　　　ロ
1－ge　　　；
L＿＿＿＿＿＿噂轄停＿1
－
ragi
．d盗
．
dza
－
dzan
－
dza
－re
ほロロロコココココロコ し
；－a（猟）　1
事　　　　　　　　　　　　　　　欄
き　　　　　　　　　　　　　　　ロ
：－s（nu）　1
5幽鴫卿哨一冊鼎刷闇，」
1く　　　。　・
・’ 94，　幽90　：
；－ge「…雛
l　　　　　　　　　l
ロ　　　　　　　　　ユ
ロ　　　く　　　　　　　　　　く
蓼一ga　l－rga
1＿＿＿＿一＿1
ロ　　　　　　　　　　　　　ヨ
；da　　：
1　　　　　　　　　　　　　5
コ　　　　　　　　　　　　ヨ
lda　　：
1冊隔＿層需謄曽曽輩
w套
i
天祝方言
一 st∂
一胎
コ　　　　　　　　　　　　　　　　コ
1－nkθ　　：
己　　　　　　　　　　　　　　　　1
き　　　　　　　　　　　　　　　　コ
：－nkθ　　l
l墜階幽一＿＿＿讐＿＿鋼
一laxke，　　－laske
－t¢e，　　　　　　　－stGe
－
sa，　－se，　　　－tsa，　　一§もsa
－san
－
sa，　　　　　　　　－tsa
－ra
　　　　　　　　　　　　　　ヨ
ーaa（ne）：waa（ne）1
ロ
：－waa（ne）
ド　サリリリほほロ
1－qa　　；
じ　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　コ
1－kε　　1
‘　　　　　　　　　　　　聖
ヒ　　　　　　　　　　　　ニ
1－qa　　：
　　　　　　　　　　　　匡
し縣”需騨需騨騨需
tε
ta
コ　　　　　　　　　　　　　じ
lii　　・
1　　　　　　　　　　　　　匹
蓼　　　　　　　　　　　　　「
コ　　　　　　　　　　　　　ぴ
lii　　・
1　　　　　　　　　　　　　［
劉一一幽営営讐階一‘
一
lqa，　一｝kua，一｝qee
分離副動詞の添え字は母音交替形を示す。点線の部分は同じ異形態であることを示す。
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30．　購音蕪髪義語
　　　『土漢詞典』では区別されているのに，天祝方言では同音意義語になっている語があ為。まず
ai／eeが中和しているために起こる同音意義語には，¢e　3202（hai－）「日向ぼっこする」，　Gε1121
（xee－）「小便する」；tsεla　2441（zaila－）「刺さる」，　tsεla　2735（zeele－）「迎える」がある。また
au／uu（iu）が中和しているために起こる岡音意義語には，　meuu　582（mau）F悪い」，　meuu　2178
（muu）「あるいは」；」θuu　73（yau－）「行く」，　jeuu　1277（yuu）「あるいは」；teuu　3429　（dau）
「声」，teuu　1375（diu）「弟」がある。さらに以下のような同音意義語がある。　paso　805（bas＞
「虎」，pase　l609（b◎s）「布」；phetGak　4083（pujag）「豆」，　phatgak　2677（pujig＞「字」；theqω
1709（£ughoo）C鍋」，　the⑳32G（tughu－）「鞍をつける」；tghetgok　3843（qojog）「酒杯」，　tghet
Gok　1185（qijig）「花」；vera　2194～vara　448～wara　4230（wari－）諏る」，　vera　816～vara
2133～wera　323（uro－）「入る」。また次のようにゼ土漢詞典3でも場合によっては区別されな
い，よく倶た言葉の対がある。G∂rε680（xiree－）「信じる」，　Gerε3842～Gerεi　1427（xiree）
「机」；ntur　532（undur）feS　v・」，　ntur　1587～tur　224（dur）「日」；stsu　1149～§むsu　106（szu＞
「水」，stsu　4106（szu）「髪」；tGerε2223（qiree）「岸」，　tGerεε2817（qiree）「顔」，　tGeuura　659
～
　tgeura　4723　（juure，　jooroo◎）　「問」，　t¢euttra　4848　～　tGetture　4849　（juuri－）　「書：く」。
31．類義語
　　天祝方雷で確認できた類義語には次のようなのがある。Geraa　4417（xiraa－），　tGaala　1557
「焼く」；¢erε3842～Gerei　1427（xiree），tGoktsε4471〈Tib，1cog　rtseド机」；Geuu　230（xau），
¢ua　2285〈Tib．　bya　V鳥」；Gtgotsθ229（xjoosi）「樹木」，　Gon　4450＜墾b．　shing，．．．mu　4208
〈Ch．木（mu‘），suenmu　4120＜Ch．松木（song’mu4），piimu　4119＜Ch．柏木（bai　3　m
α4 ），mote　2730（moodu）「木材」；Guaaskar　4192，　la℃mu　4192「吉日」；fu｝an　1274（fu｝aan），
maareu　4391＜Tib．　dmar　po「赤い」；mθxa　31（maha），xaa　4391〈Tib。　sha「肉」；nomo
3602（numu），ntaa　2441「弓」；pheqa　3145　（phagha－），　thεke｝e　3942「放開」；phetentse　820
（pudangzi），　thaGtGa　IG3（taaxja）「灰」；phii　3105（pai＞，　kasaa　3310「坑」；rempa　520
（rimba），　sake　2907　（sagu），　sar　1286　（sar），　sqeuu　4106　（sghau），　tGhok　34　（qag）　「霞寺」；
sawtak　4200，　thutsu　4200＜Ch．土主（tu3zhu　3）「土主」；sekaa　4389（sgaa），　saΦ¢ok　4283
ヂ分け前」；saljlialj　2337＜Ch．商量（shang　i　｝iang），　tGii　1558＜Tib．　gros「相談」；ska　34
（shge），tGhanpo　1164＜Tib．　chen　po「大きい」；tholquεi　162（t◎lghui），stsii　37〈Tib．　rtse
「頂上」；tontak　380　（dundog）　＜　Tib．　rdon　dag，　jonkan　1426　「事裡青」；tsoxua　1557　（zoohu）　〈
Ch．竈火（zao4huo），　thap　30＜Tib．　thab「磁」；vatsar　604（bazar），　nkhuar　9535く贋b．
mkhar「城」；xaan　29（haan），rtGalwo　177（rjawu）＜Tib．　rgyal　po，「王，皇上，首領」；xol
e817　（hauli－），§tsar　3610「走る」。
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32．　淳華語借月軽語
　　チベット語
　天祝方言
　　aama　2787
　　aapa　1133
　　aatQeuu　418G
　　Gan　612
　　Gal｝la　3456
　　fu圭a　4140
　　fu1u　4200
　　jaax◎　152
　　juantghuan　1366，　1486
　　kankantse　3277
　　kttaa　2458，　3264
　　kuaa玉a　2442
　　kuanむεla　4297
　　kuε2974
　　kuiijε　4059
　　1aPtheuuta　3415
　　1iaηtse　2131
　　1iau｝iivaa　4210
　　1ieuu　1795，　2786
　　maa1－aan∂4091
　　m∂sen、e　4214
　　mεmεt¢he　3460
　　aen　656，　2490
　　paatse　3950
　　paatse　4137
　　panfaa　2432
　　pankho　1570
　　piimu　4119
　poogtGhe　4081
に継いで多い借用語は漢
P◎もGen　4144
語からのものである。以下に確認できたものをすべて記す。
漢語（耕音）　　　　　　　『土漢詞典湛
阿娚（a’ma’）　　　　　aama
β可釜　　（a玉baり　　　　　　　　　　　aaba
匡可舅　　（aまjiu4）
先（xiaパ）
想（・ia・g3＞　　　，
扶（fu　2）　　　　　　　　fuu至a一
富禄（fu‘lu‘）
il96（ya‘huo‘）
圓圏（yuan3quan’）
粁秤子（gan　3ga藤）
圭｝　（9程a4）
掛（gua‘）
冠載（9疑aパdai4）
若予　（guai　4）
女古爺　　（guiye）
穣β頭　（lang2tOU）
根子（1iang2zi）
王留王寓　（1iu　21i）
膏琶　（10ng　2）
抹（ma’）
牛（niu　2）
買売（mai3mai‘）
寧　（ning　2）
鞭子（ba3zi）
掘子（ba3zi）
カ1・？ik，　（ban‘fa　3）
亦（ban4）
柏木（bai3mu4）
簸箕（bo5i）
包巾（bao’jin’〉
お母さん
お父さん
思う
支える
　　　　　　　　　　二つの山の挟まれた狭い所
［juantGyan〕周囲
（［gaBdz3〕　棒
　　　　　　　　　　卦（ケ），占いの符号
guala一　　　　掛ける
　　　　　　　　　　身につける
gual　　　奇怪
guuye　　　婿殿
1anもida一　　ハンマーで打つ
（［1ialj］）　　穀類
　　　　　　　　　　るり
1iu　　　　　龍
（maaki－）　擦る
職si＋4・　儒牛
malmalq1　商売人
　　　　　　　　　　いっそう，むしろ
baazi　　　　的
　　　　　　　　　　　（箸の助数詞）
［banfa：］　　方法
bangi一　　　方法をこうじる
　　　　　　　　　　柏の木
b◎qi　　　箕で穀物をふるう
　　　　　　　　　　もまれて激しくゆれる
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pothguu　4109
puu｝a　4453，4457，4462
sqeu殺4106
suana　圭838
suar蒸〕ユu　4120
§antsθ　護070
§al〕¢e　4223
§al〕lia難1a　2337，　2521
§al〕§en　4200
§al〕ts∈）　1172
§疑εむa　3243
taala　4232
taa王ian　4516
もantεput¢he　4485
tdeuu　3412
t¢euuji重1a　2688
tGhaa　32
tghanka鍛　3430
t¢haηpa玖　4090
tghi圭　377
t（≧h疑e臓　4461
t¢oもoe　3957
もan　840
tha兀｝tsg　2786
むhe殺maa　1727
もhe疑疑¢aη　4113
むhut§u　4200
もon　3334
むsantaB　mu　4208
乞seuure　2009
もshε¢e簸．4200
tshoも¢hua鍛　4103
tsolie綾u　2907
包頭（bao　1むou）
補（pu3）
時候（shiZhou）
算（suan‘）
松木（song三muり
扇子（shan‘zi）
上席（shang4xiり
商量（shaR9’liang）
由神（shan’shen　2）
升子（shang　izi）
用（shuai’〉
塔（da’）
搭連　　（dai｝ian）
buu｝a－
sghau
shanzi
スカーフ
補充する
時
松の木
門扇
shangliangla一根談する
shangzi
daa圭a．
［da：王en］
挺当不起（danidanglbuqi3）
就（jiu4）　　　　　　　　［d衷u］
就（jiu4）
茶（cha2）　　　　　　qaa
窓権　（chuang　i　kang　4）（13）qonggOR9
培板（qiang2ban）
旗（qi　2）
群（qun　2）
斬子（jiao‘zi）
鐙（deng”）　　　　　　　　［d3n］
竃勇子　　（tang‘zi）
頭馬（tou2ma3）
頭縄　（tou2sheng　2）
土主（tu　3　zhu　3）
額（dun4＞
木（mu4）　　　　　　　zandan木
叢見（zaor3）　　　　　　zauri
財神（cai　2　shen　2）
草圏（cao　3　quan’）
肇瑠（zao31iu2＞
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升
振る
組んで作る
眉に掛ける厚い布地製の袋
帯にはさむ小型の袋
引き受けない
緒につく
お茶
窓
壁，塀
旗
群
籠
鐙（アブミ）
回数
先導馬
tuux／shang元結い
（回数）
檀香木
ナツメ
福の神
赤毛の馬
tsox疑a　1557
tsa夏〕fa夏〕　3937
t§hθn｝a　3805，　4021，　4271
も§hθnta耳〕1a　1585，3804
t§uan　2491，2921
もsuanpii｝a　2762
t霞huantSe　4088，　4137
t§ual｝玉a　1333，4216
wankuii　3373
xuaキ〕la　1302
xuii　112
xumaa　4155
（　）：『土漢対照詞蝦
　　　　　　、　　天祝t：tw語の特徴
竈火（zao4huo）
帳房（zhang‘fang　2）
成（chengり
承当　（cheng　2　dang　1）
華云　（zhuan3）
準備（zhun3bei‘）
橡子（chuan　2　zi）
装（zhua臓9り
碗拒　（wan　3gui‘）
慌（huang　1）
躍（hui2）
胡麻（hu　2　ma2）
　　［　］：il±族語詞鋼
33．誤植
　明らかに誤植だ思、われるものは次のとおりである。
　　　誤　　　　　　　　　正
　　　aat¢e　4703　　　　　　　　　　　εしantGe　196
　　　athe　3810　　　　　　　　　　　naathe　1490
　　　－GtGiik　1921　　　　　　　　　－GもGiii　73
　　　uaη　2229　　　　　　　　　　　fflaη　34
　　　jalj£se｝a　3958　　　　　　　　jaXptGela　209
　　　kaare　4265
一k¢ii　1149
－khe　3145
khen　821
｝〈hu∂殺　607
kii圭75
knetgii　2861
kohpasal）1377
－kse　4223
maagtGan　4075
maもmaa　3712
pεaa　2620
一Gtgii　73
－nke　3G
khuen　38
khuon　38
kui　58
khotgii　105
konpasal〕1389
－ske　l
naa¢t¢en　4◎33
vatmaa　3706，3939
Pεsaa
zoohu
［dzaη　fal｝］
［も陶圭a－］
chindang｝a一
［む§uandzっ〕
（zhongki－）
hongla－
hui
humaa
添え字：
　　『土漢詞典遍
anjii
naadi－
xji－一
yangji｝a一
XJ1－
－nge
kun
kun
gui
髄sge
naax］m
warma
beesaa
竈（カマド）
帳場
なる，する
承諾する
回る
準備する
垂木
装
戸棚
慌てる
回
アマ，アメゴマ
声調
どこ
遊ぶ
～ てしまう
リン（地名）
お願いする
持って来る
～ てしまう
人
人
ない
こんな
寺主
（複数形）
ナーシジン
蓮
喜んで
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puu　4030
rant¢e　2095
t¢eren　28
＿tGε　2527
t¢hkraa　3210
peuu　110
retGe
leron
一t¢e29
tghokraa　2902
一to　1520．　1568，　3337　－ta
一tuen　474
wtghul　4106
一kueu　34
wtQUlqa　4GO6
xureutGhe　4523，4524　xureBtQhe　4161
bau一
reji
yerln
一Jl
qagraa一
一
da
一gu
uqi｝gha一
hurimqi
降りる
来て
九十
（結合副動詞）
隅’ぶ
も
（現在未来形動詞）
飲ませる
宴客
註
（1）互助方醤の分類として，魯長欝（1986：60）は東溝，大通，五十の三方言の名を挙げているが，具体的な例
　は全く記述していないので，利用できない。庸元麟（1985）が対象としている地域は，東溝公社大庄大隊，
　洛少大放，白牙合大隊，東由公祉寺爾大隊，五十公祉寺灘大隊であるが，その内部における差異について
　は全く記述がない。したがって，具体的な資料がある東溝方奮，恰拉直溝方書，那龍溝方現との姥較しか
　できない。
（2）土族語の長母音については資料による差異が大きい。角道（1987，1988a，1990a，1994）を参照のこと。
（3）陳部裕固語話語材輔のpp．350－251に紀石窩の高母音化の実態がが記されている。～見したところ類似
　　しているが，語彙的には土族語とは一致しない。
（4＞席元麟（1985）の資料には「分家」という語は記載されていないが，oの直前にのみに現れる二重母音ia
　が記載されている。
（5）この語はnkhwar　935～nkhuar　935「城」というようにwa～ua交替をする。他にもlwert　gan
　2475～lurt¢an　2447「龍王神」のようにwe～u交替する例がある。
〈6＞「百」は本来語頭にnを持っていないが，照那期圏（1981：IG6＞にもndzopという形式が記載されている。
（7＞R6na－Tas（1960）にチベット文語の接頭辞を失った方書の例として1）pari方霧の名前が挙がっている。
（8＞aamansa　28G3（amasa＞「口から」の語幹が11で終わっていない註拠はaamanene　1604（amanu　ni）
　ギその口を」という形式があるからである。
（9）この現象は19．1．（2）で述べた5～φ交替と考えられるかもしれない。天祝方言には東溝方書では現れ
　ないsを持った次のような語がある。tapstak　3758（dabsag）「膀胱」，　daplltsa　2009（dabsi）「壌」。
　　これらのpがrに近い性質持っていることはpeuuptsal〈　4092（boorzog）「ボールツォク」のような例
　　を見れば一羅瞭然である。東溝方言にもmashdaa－＜marta－「忘れる」のような例がある。したがって
　保安語の年都乎方書に現れる終止形の一rtGのrとの関係を吟味してみる必要がある。この形式はsu：－rtQ
　75「暮らした」，1a：－rtG　64「泣いた」，　wqra－rtg　l23ギ終わった」のように母音語幹にのみ付くが，詳し
　い条件はよくわからない。『保安語話語材糧にはさらに，su：－rSa　61「暮らすと」，　sda－rsαe　127ヂできた」
　のように仮定副動詞，形動詞過去の例も見られる。
⑳土族譜には，東郷謡，保安語と共に，モンゴル文語の一γu1～－g湿に対応する使役の形式がない。なお小
　沢（昭54：208－220）を参照。
（1玉買保安語話謡材糀ではどの地域の話考のものかが個々に明記されていないので，詳細は不明であるが，陳
　乃雄，等編（1986a：81）の鼻音の後で一ge，それ以外で一nga　という説明とは矛盾する。なお（1986a：386）
　の一覧表では，－ge，－ngeの両方の形式が記載されているのは，年都乎（niyanduγ）及び大徽であり，郭
　麻日（γomar），盈洒日（γasar）　では一geのみ，保安下庄，干河灘ではこの形式富体が存在しない。こ
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　の記述に従うなら，Tonaesaの資料は郭麻躍か斑西Eの地方の形式を表している。
（拗Senghe（1987：10－11）にはli：は終止形現在未来形，形動詞（時鋼の制約なし），副動詞，命令希望形に
　前置し，si：は終比形過去形，形動詞過去形，副動詞に前置するという説明がある。副動詞に箭置する否定
　辞の選択は原則として主簾の時鋼に依存している。
　　この説明によると，形動詞過去形はどちらの否定辞もとれるが，終止形過去形がli：をとる例は挙がっ
　ていない。天祝方書にはその例が1例見つかった。
㈱「窓」は東郷語でも語末にljを持ったtsuaigguag（陳郷霧吾詞彙』162）という形式で現れる。これを「窓戸
　（chang　i　hu）」に対応させると，なぜ語末にljがあるのか説明できない。『土族語詞彙濫では「窓権
　（chuangユ｝〈ang‘）」に舛応させているが，これでも第工音節の初頭の有気音がなぜ無気音になるかの説明
　ができない。
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